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１

ペ
ー
ジ

告
　
示

◯
優
良
図
書
等
の
推
奨
（
五
七
九
・
県
民
文
化
政
策
課
）
…
…
…
…
…
…
１

◯
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
の
指
定
（
五
八
〇
・
県
民
文
化
政
策
課
）
…
１

◯
青
少
年
に
有
害
な
興
行
の
指
定
（
五
八
一
・
県
民
文
化
政
策
課
）
…
…
１

◯
漁
船
損
害
等
補
償
法
に
よ
る
加
入
区
の
指
定
の
一
部
改
正
（
五
八
二

・
水
産
漁
港
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
保
安
林
の
指
定
解
除
の
予
定
（
五
八
三
・
由
利
地
域
振
興
局
農
林

部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
平
成
十
八
年
度
家
畜
商
講
習
会
の
実
施
（
五
八
四
・
中
央
家
畜
保
健

衛
生
所
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
既
存
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
す
る
届
出
（
五
八
五
・
商
業

貿
易
室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
都
市
計
画
の
変
更
及
び
都
市
計
画
の
図
書
の
縦
覧
（
五
八
六
、
五
八

七
・
都
市
計
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
五
八
八
、
五
八
九
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
…
４

◯
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
五
九
〇
・
北
秋
田
地
域
振
興
局

建
設
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

公
　
告

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
平
鹿
地
域
振
興
局

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

人
事
委
員
会
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
一
一
―
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
及

び
一
部
事
務
組
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
５

公
安
委
員
会
告
示

◯
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
に
係
る
講
習
会
の
実
施
（
一
〇
四
・
生
活

安
全
企
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

監
査
委
員
告
示

◯
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
及
び
期
間
（
四
）
…
…
…
５

秋
田
県
告
示
第
五
百
七
十
九
号

秋
田
県
青
少
年
の
健
全
育
成
と
環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
三

年
秋
田
県
条
例
第
三
十
三
号
）
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
図
書
を

優
良
な
図
書
と
し
て
推
奨
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

図
書

秋
田
県
告
示
第
五
百
八
十
号

秋
田
県
青
少
年
の
健
全
育
成
と
環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
三

年
秋
田
県
条
例
第
三
十
三
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
図
書

を
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
と
し
て
指
定
し
、
平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
告
示
第
五
百
八
十
一
号

秋
田
県
青
少
年
の
健
全
育
成
と
環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
三

年
秋
田
県
条
例
第
三
十
三
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
興
行

を
青
少
年
に
有
害
な
興
行
と
し
て
指
定
し
、
平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

映
画

告
　
　
　
　
　
　
示

推
奨
番
号

十

推
　
奨
　
理
　
由

秋
田
の
青
少
年
に
、
日
本
の
宇
宙

開
発
の
初
期
に
秋
田
県
が
い
か
に
貢

献
し
て
い
た
か
を
知
っ
て
も
ら
う
と

同
時
に
、
宇
宙
開
発
に
携
わ
っ
た
科

学
者
達
の
探
求
（
究
）
心
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
本
で
あ
り
、
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
図
る
う
え
に
お
い
て

有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

発
行
所

株
式
会
社
新

日
本
出
版
社

図
書
名

逆
転
の
翼

ペ
ン
シ
ル

ロ
ケ
ッ
ト

物
語

指
定
番
号

一
〇
四
〇
四

一
〇
四
〇
五

一
〇
四
〇
六

一
〇
四
〇
七

一
〇
四
〇
八

一
〇
四
〇
九

一
〇
四
一
〇

一
〇
四
一
一

指
定
理
由

著
し
く
青

少
年
の
性
的

感
情
を
刺
激

し
、
及
び
著

し
く
青
少
年

の
粗
暴
性
又

は
残
虐
性
を

誘
発
し
、
又

は
助
長
し
、

そ
の
健
全
な

育
成
を
阻
害

す
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

発
　
行
　
所

宙
出
版

ぶ
ん
か
社

株
式
会
社
竹
書
房

芳
文
社

株
式
会
社
海
王
社

秋
田
書
店

株
式
会
社
晋
遊
舎

株
式
会
社
メ
デ
ィ

ア
ッ
ク
ス

図
　
　
書
　
　
名

恋
愛
白
書
パ
ス
テ
ル
８
月
号

無
敵
恋
愛
Ｓ
＊
ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
８

月
号

月
刊
劇
漫
ス
ペ
シ
ャ
ル
８
月

号週
漫
ス
ペ
シ
ャ
ル
８
月
号

艶
剣
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
№
１
６

プ
レ
イ
コ
ミ
ッ
ク
№
１
３

ｉ
Ｐ
！
８
月
号

パ
ソ
コ
ン
パ
ラ
ダ
イ
ス
８
月

号

一
〇
四
一
〇

一
〇
四
一
一

一
〇
四
一
二

一
〇
四
一
三

す
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

株
式
会
社
晋
遊
舎

株
式
会
社
メ
デ
ィ

ア
ッ
ク
ス

株
式
会
社
古
川
書

房有
限
会
社
ア
ン
チ
・

メ
デ
ィ
ア

ｉ
Ｐ
！
８
月
号

パ
ソ
コ
ン
パ
ラ
ダ
イ
ス
８
月

号Ｇ
―
ｍ
ｅ
ｎ
８
月
号

遊
名
人
（
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ

Ｎ
）
№
１
３

指
定
番
号

六
四
六
八

六
四
六
九

六
四
七
〇

六
四
七
一

六
四
七
二

六
四
七
三

六
四
七
四

六
四
七
五

六
四
七
六

六
四
七
七

六
四
七
八

六
四
七
九

指
定
理
由

著
し
く
青

少
年
の
性
的

感
情
を
刺
激

し
、
及
び
著

し
く
青
少
年

の
粗
暴
性
又

は
残
虐
性
を

誘
発
し
、
又

は
助
長
し
、

そ
の
健
全
な

育
成
を
阻
害

す
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

配
給
元

新
東
宝
映
画

新
日
本
映
像

新
日
本
映
像

新
日
本
映
像

新
日
本
映
像

オ
ー
ピ
ー
映
画

オ
ー
ピ
ー
映
画

オ
ー
ピ
ー
映
画

ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド

ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド

新
東
宝
映
画

ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド

題
　
　
　
　
名

絶
倫
絶
女

人
妻
痴
女
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｅ

ノ
ー
パ
ン
便
所

春
画
夫
婦
の
秘
か
な
愉
し
み

新
日
本
映
像
ニ
ュ
ー
ス
　
人

妻
痴
女
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
　
ノ

ー
パ
ン
便
所

新
日
本
映
像
ニ
ュ
ー
ス
　
春

画
夫
婦
の
秘
か
な
愉
し
み

混
浴
温
泉
　
湯
煙
で
艶
あ
そ

び欲
望
の
尼
寺
　
煩
悩
み
だ
れ

観
音

痴
漢
電
車
　
秘
貝
い
た
ず
ら

指
技

愛
妻
日
記

ホ
ワ
イ
ト
ル
ー
ム

熟
母
・
娘
　
乱
交

ソ
ー
ス
の
小
壜
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２

家
畜
商
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
号
）
第
四
条
の
二
第
一
項
の

秋
田
県
告
示
第
五
百
八
十
二
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
に
よ
る
加
入
区
の
指
定
（
平
成
十
七
年
秋
田
県
告
示

第
五
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
七
月
二
十

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

表
八
森
町
加
入
区
の
項
中
「
八
森
町
加
入
区
」
を
「
八
森
加
入
区
」
に
、

「
八
森
町
の
区
域
」を「
八
峰
町
の
区
域（
峰
浜
加
入
区
の
区
域
を
除
く
。
）
」

に
改
め
、
表
峰
浜
村
加
入
区
の
項
中
「
峰
浜
村
加
入
区
」
を
「
峰
浜
加
入
区
」

に
、「
峰
浜
村
の
」
を
「
八
峰
町
峰
浜
石
川
、
峰
浜
内
荒
巻
、
峰
浜
高
野
々
、

峰
浜
小
手
萩
、
峰
浜
坂
形
、
峰
浜
田
中
、
峰
浜
沼
田
、
峰
浜
畑
谷
、
峰
浜
塙
、

峰
浜
水
沢
及
び
峰
浜
目
名
潟
の
」
に
改
め
、
表
八
竜
町
加
入
区
の
項
中
「
八

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
平
成
十
八
年
度
家
畜
商
講
習
会
を
実
施
す
る
の

竜
町
加
入
区
」
を
「
八
竜
加
入
区
」
に
、
「
八
竜
町
の
」
を
「
三
種
町
芦
崎
、

鵜
川
、
大
口
、
川
尻
、
久
米
岡
新
田
、
富
岡
新
田
及
び
浜
田
の
」
に
改
め
、

表
北
浦
港
加
入
区
の
項
中
「
北
浦
港
加
入
区
」
を
「
北
浦
加
入
区
」
に
、

「
北
浦
相
川
、
北
浦
北
浦
、
北
浦
野
村
、
北
浦
湯
本
及
び
男
鹿
中
浜
間
口

の
区
域
」
を
「
の
区
域
（
野
石
加
入
区
、
五
里
合
加
入
区
、
畠
加
入
区
、
戸

賀
加
入
区
、
脇
本
加
入
区
、
船
川
港
加
入
区
、
船
越
加
入
区
及
び
八
郎
西
部

加
入
区
の
区
域
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
表
秋
田
市
北
加
入
区
の
項
中
「
う

ち
浜
田
、
下
浜
及
び
新
屋
を
除
く
区
域
」
を
「
区
域
（
秋
田
市
南
加
入
区
の

区
域
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
表
仁
賀
保
町
加
入
区
の
項
中
「
仁
賀
保
町
加

入
区
」
を
「
仁
賀
保
加
入
区
」
に
、
「
由
利
郡
仁
賀
保
町
」
を
「
に
か
ほ
市

伊
勢
居
地
、
院
内
、
小
国
、
釜
ヶ
台
、
芹
田
、
田
抓
、
寺
田
、
冬
師
、
中
三

地
、
畑
、
馬
場
、
樋
目
野
、
平
沢
、
水
沢
、
三
森
及
び
両
前
寺
」
に
改
め
、

表
金
浦
町
加
入
区
の
項
中
「
金
浦
町
加
入
区
」
を
「
金
浦
加
入
区
」
に
、

「
由
利
郡
金
浦
町
」
を
「
に
か
ほ
市
大
竹
、
黒
川
、
金
浦
、
飛
及
び
前
川
」

に
改
め
、
表
象
潟
町
加
入
区
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

表
鹿
渡
湖
面
加
入
区
の
項
中
「
山
本
町
森
岳
字
二
ツ
森
並
び
に
同
郡
琴
丘

町
鹿
渡
及
び
鯉
川
の
区
域
」
を
「
三
種
町
の
区
域
（
八
竜
加
入
区
の
区
域
を

除
く
。
）
」
に
改
め
る
。

秋
田
県
告
示
第
五
百
八
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
に
つ
い
て
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

六
四
七
六

六
四
七
七

六
四
七
八

六
四
七
九

六
四
八
〇

六
四
八
一

六
四
八
二

六
四
八
三

六
四
八
四

六
四
八
五

六
四
八
六

六
四
八
七

六
四
八
八

六
四
八
九

六
四
九
〇

六
四
九
一

六
四
九
二

六
四
九
三

六
四
九
四

六
四
九
五

六
四
九
六

六
四
九
七

ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド

ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド

新
東
宝
映
画

ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド

ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド

新
東
宝
映
画

ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド

ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド

プ
レ
ノ
ン
ア
ッ
シ

ュ新
日
本
映
像

オ
ー
ピ
ー
映
画

オ
ー
ピ
ー
映
画

新
日
本
映
像

新
日
本
映
像

新
日
本
映
像

オ
ー
ピ
ー
映
画

新
日
本
映
像

新
東
宝
映
画

新
日
本
映
像

オ
ー
ピ
ー
映
画

新
日
本
映
像

新
日
本
映
像

愛
妻
日
記

ホ
ワ
イ
ト
ル
ー
ム

熟
母
・
娘
　
乱
交

ソ
ー
ス
の
小
壜

童
心

熟
女
・
人
妻
狩
り

饗
宴

煙
が
目
に
し
み
る

西
瓜

四
十
路
寮
母
　
男
の
夜
這
い

床妻
失
格
　
濡
れ
た
Ｗ
不
倫

親
友
の
母
　
生
肌
の
色
香

美
姉
妹
レ
ズ
　
忌
中
の
日
に

・
・
・

新
日
本
映
像
ニ
ュ
ー
ス
　
四

十
路
寮
母
　
男
の
夜
這
い
床

新
日
本
映
像
ニ
ュ
ー
ス
　
美

姉
妹
レ
ズ
　
忌
中
の
日
に
・

・
・

人
妻
ア
ナ
露
出
　
秘
め
ら
れ

た
欲
求

愛
人
萌
子
・
性
生
活

平
成
未
亡
人
下
宿
　
痴
漢
み

だ
ら
指

淫
婦
義
母
　
エ
マ
ニ
エ
ル
夫

人浮
気
妻
　
ハ
メ
ら
れ
た
美
乳

新
日
本
映
像
ニ
ュ
ー
ス
　
愛

人
萌
子
・
性
生
活

新
日
本
映
像
ニ
ュ
ー
ス
　
淫

婦
義
母
エ
マ
ニ
エ
ル
夫
人

象
潟
加
入
区

に
か
ほ
市
の
区
域
（
仁
賀
保
加
入
区
及
び

金
浦
加
入
区
の
区
域
を
除
く
。
）

六
四
八
九

六
四
九
〇

六
四
九
一

六
四
九
二

六
四
九
三

六
四
九
四

六
四
九
五

六
四
九
六

六
四
九
七

新
日
本
映
像

新
日
本
映
像

オ
ー
ピ
ー
映
画

新
日
本
映
像

新
東
宝
映
画

新
日
本
映
像

オ
ー
ピ
ー
映
画

新
日
本
映
像

新
日
本
映
像

新
日
本
映
像
ニ
ュ
ー
ス
　
四

十
路
寮
母
　
男
の
夜
這
い
床

新
日
本
映
像
ニ
ュ
ー
ス
　
美

姉
妹
レ
ズ
　
忌
中
の
日
に
・

・
・

人
妻
ア
ナ
露
出
　
秘
め
ら
れ

た
欲
求

愛
人
萌
子
・
性
生
活

平
成
未
亡
人
下
宿
　
痴
漢
み

だ
ら
指

淫
婦
義
母
　
エ
マ
ニ
エ
ル
夫

人浮
気
妻
　
ハ
メ
ら
れ
た
美
乳

新
日
本
映
像
ニ
ュ
ー
ス
　
愛

人
萌
子
・
性
生
活

新
日
本
映
像
ニ
ュ
ー
ス
　
淫

婦
義
母
エ
マ
ニ
エ
ル
夫
人

（
関
係
図
面
は
、
省
略
し
、
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
由
利
地
域
振
興
局
農
林
部
並
び
に
由
利
本
荘
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

郡
　
　
市

由
利
本
荘
市

町
　
村

大
　
　
字

西
目
町
出
戸

字
股
内
沢

地
　
　
番

三
の
一

台

帳

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

一
七
五
、
八
五
六

見

込

み

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

一
七
・
五
八
五
六

保

安

林

面

積

見

込

み

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

一
七
・
五
八
五
六

保

安

林

解

除

面

積

見

込

み

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

〇
・
〇
九
四
七

指
定
の
目
的

干
害
の
防
備
兼

公
衆
の
保
健

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

森
　
　
林
　
　
の
　
　
所
　
　
在
　
　
場
　
　
所

全
　
　
　
　
面
　
　
　
　
積

秋
田
県
告
示
第
五
百
八
十
四
号
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で
、
家
畜
商
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
第
一
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
講
習
会
の
日
時
及
び
場
所

（一）

日
時
　
平
成
十
八
年
九
月
六
日
（
水
）
及
び
九
月
七
日
（
木
）
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
受
付
開
始
時
刻
は
午
前
八
時
三
十
分
）

（二）

場
所
　
秋
田
市
寺
内
蛭
根
一
丁
目
十
五
番
五
号
　
秋
田
県
中
央
家
畜

保
健
衛
生
所

二
　
講
習
会
の
内
容

（一）

家
畜
の
取
引
に
関
す
る
法
令

（二）

家
畜
の
品
種
及
び
特
徴

（三）

家
畜
の
悪
癖
、
機
能
障
害
及
び
疾
病

三
　
受
講
対
象
者

昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
以
後
に
行
わ
れ
た
家
畜
商
法
の
規
定
に
よ
る

講
習
会
を
受
講
し
、終
了
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
以
外
の
者
で
、

今
後
家
畜
の
取
引
を
営
も
う
と
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

四
　
受
講
申
込
書
の
受
付

（一）

期
間
　
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
き
、
平
成
十
八
年
八
月
四
日
（
金
）

か
ら
同
月
十
七
日
（
木
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
（二）

場
所
　
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所

五
　
講
習
手
数
料

（一）

金
額
　
三
千
四
百
円

（二）

納
付
方
法
　
受
講
申
込
提
出
の
際
、
秋
田
県
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る

こ
と
。

六
　
そ
の
他

（一）

家
畜
商
講
習
会
受
講
申
込
書
の
様
式
は
、
各
地
域
振
興
局
農
林
部
及

び
各
家
畜
保
健
衛
生
所
並
び
に
各
市
役
所
及
び
各
町
村
役
場
に
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
。

（二）

講
習
会
の
受
講
者
は
、
講
習
会
の
当
日
、
印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
持

参
す
る
こ
と
。

（三）

講
習
の
詳
細
に
つ
い
て
は
秋
田
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
衛
生
指
導

班
（
電
話
０
１
８
―
８
６
４
―
０
４
０
１
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

秋
田
県
告
示
第
五
百
八
十
五
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
附
則
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
す
る
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め

配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
場
合
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
県
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
、

こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
届
出
事
項
の
概
要

（一）

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
鈴
福
商
店
　
代
表
取
締
役
　
鈴
　
木
　
聰
太
郎

仙
北
市
角
館
町
水
ノ
沢
目
十
番
地
の
六

株
式
会
社
サ
ン
デ
ー
　
代
表
取
締
役
　
和
　
田
　
正
　
徳

青
森
県
八
戸
市
根
城
六
丁
目
二
十
二
番
十
号

（二）

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

Ｙ
Ｏ
Ｕ
マ
ー
ト
大
塚
店
・
サ
ン
デ
ー
角
館
店

仙
北
市
角
館
町
下
菅
沢
百
七
十
六
の
一
外

（三）

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

（１）

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

ア
　
変
更
前
　
二
千
二
百
四
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル

イ
　
変
更
後
　
三
千
二
百
三
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル

（２）

駐
車
場
の
収
容
台
数

ア
　
変
更
前
　
百
四
十
六
台

イ
　
変
更
後
　
百
六
十
二
台

（３）

荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積

ア
　
変
更
前
　
二
百
七
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル

イ
　
変
更
後
　
二
百
八
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル

（４）

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
容
量

ア
　
変
更
前
　
七
十
五
・
三
立
方
メ
ー
ト
ル

イ
　
変
更
後
　
七
十
五
・
六
立
方
メ
ー
ト
ル

（５）

小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

ア
　
変
更
前

株
式
会
社
鈴
福
商
店

開
店
時
刻
　
午
前
九
時
　
閉
店
時
刻
　
午
後
九
時

株
式
会
社
サ
ン
デ
ー

開
店
時
刻
　
午
前
九
時
三
十
分
　
閉
店
時
刻
　
午
後
八
時

イ
　
変
更
後

株
式
会
社
鈴
福
商
店

開
店
時
刻
　
午
前
九
時
　
閉
店
時
刻
　
午
後
九
時

株
式
会
社
サ
ン
デ
ー

開
店
時
刻
　
午
前
七
時
　
閉
店
時
刻
　
午
後
九
時

（６）

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

ア
　
変
更
前
　
午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
九
時
十
五
分
ま
で

イ
　
変
更
後
　
午
前
六
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
九
時
十
五
分
ま
で

（四）

変
更
す
る
年
月
日

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計
、
駐
車
場
の
収
容
台
数
、

荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積
、
廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
容
量
、
平
成
十
九

年
三
月
十
二
日

小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻
、
来
客
が
駐
車
場
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯
　
平
成
十
八
年
七
月
十
二
日

二
　
届
出
年
月
日

平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

三
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

（一）

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

仙
北
市
役
所
　
産
業
観
光
部
　
商
工
課

（二）

縦
覧
期
間

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で

四
　
意
見
書
の
提
出
先

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
秋
田
県
産
業
経
済
労
働
部
商
工
業
振

興
課
商
業
貿
易
室

五
　
意
見
書
に
添
付
す
る
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項

（一）

意
見
書
を
述
べ
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

（二）

意
見
の
対
象
と
な
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称

（三）

意
見
を
述
べ
る
理
由

秋
田
県
告
示
第
五
百
八
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
を
変
更

し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
し
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
都

市
計
画
の
図
書
を
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

大
館
都
市
計
画
道
路
（
三
・
四
・
十
号
中
央
線
）
の
変
更

二
　
都
市
計
画
を
変
更
し
た
土
地
の
区
域

変
更
し
た
部
分
　
大
館
市
小
館
花
字
山
根
ヒ
ト
ロ
、
字
象
ヶ
鼻
、
青
葉

町
、
字
八
幡
沢
岱
、
泉
町
、
字
一
心
院
南
、
常
盤
木
町
、
字
新
町
、
字
大

町
、
字
大
館
、
字
長
倉
、
字
長
木
川
南
、
字
水
門
前
、
字
川
中
一
本
柳
、

御
成
町
四
丁
目
、
御
成
町
三
丁
目
、
御
成
町
二
丁
目
、
御
成
町
一
丁
目
、

字
板
子
石
境
並
び
に
釈
迦
内
字
上
袋
、
字
塚
の
台
、
字
街
道
上
及
び
字
稲

荷
山
下
の
一
部

三
　
都
市
計
画
の
変
更
年
月
日
　
平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日
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二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
八
月
三
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
五
百
九
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
十
七
年
十
二
月
七
日
付
け
指
令
北
建
―
二
四
一
三
で
許
可

し
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
同
法
第
三
十
六
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
八
月
三
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
五
百
八
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
を
変
更

し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
し
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
都

市
計
画
の
図
書
を
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

一
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

大
館
市
字
裏
町
一
番
地

有
限
会
社
協
栄
商
事
　
代
表
取
締
役
　
新
　
津
　
政
　
雄

二
　
開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

大
館
市
水
門
町
八
十
番
、
八
十
一
番
及
び
八
十
二
番

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
十
文
字
町
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任

及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公

秋
田
県
告
示
第
五
百
八
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

本
荘
都
市
計
画
公
園
（
五
・
五
・
一
号
本
荘
公
園
）
の
変
更

二
　
都
市
計
画
を
変
更
し
た
土
地
の
区
域

変
更
し
た
部
分
　
由
利
本
荘
市
尾
崎
及
び
砂
糖
畑
の
一
部

三
　
都
市
計
画
の
変
更
年
月
日
　
平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

告
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

横
手
市
十
文
字
町
鼎
字
上
野
村
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
国
　
昌
康

〃
　
　
〃
　
　
　
佐
賀
会
字
新
山
前
六
　
　
　
　
　
　
　
守
屋
　
敬
一

〃
　
　
平
鹿
町
浅
舞
字
十
五
野
北
百
八
番
地
一
　
　
　
　
柿
崎
　
新
一

〃
　
　
十
文
字
町
上
鍋
倉
字
上
掵
五
番
地
一
　
　
　
　
　
黒
沢
　
　
保

〃
　
　
〃
　
　
　
植
田
字
植
田
三
十
四
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
良
一

〃
　
　
〃
　
　
　
木
下
字
横
清
水
百
三
十
三
　
　
　
　
　
菊
地
　
直
司

〃
　
　
〃
　
　
　
植
田
字
下
羽
場
三
十
五
番
地
三
　
　
　
柴
田
　
良
博

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
告
示
第
五
百
八
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

秋
田
停
車
場
線

秋
田
停
車
場
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

三
六
・
〇
〇
〜
三
九
・
〇
〇

四
〇
・
〇
〇
〜
五
一
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
四
〇

〇
・
〇
四
〇

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

秋
田
市
旭
北
錦
町
三
一
番
三
地
先
か
ら
三
〇
番
五
地
先
ま
で

秋
田
市
旭
北
錦
町
三
一
番
三
地
先
か
ら
三
〇
番
五
ま
で

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

秋
田
天
王
線

秋
田
天
王
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
七
・
〇
〇
〜
三
二
・
〇
〇

二
二
・
二
五
〜
五
三
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

一
・
一
五
八

一
・
一
五
八

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

秋
田
市
川
元
山
下
町
一
番
一
地
先
か
ら
高
陽
幸
町
二
七
四
番
五
地
先
ま
で

〃
公
　
　
　
　
　
　
告
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５

横
手
市
十
文
字
町
植
田
字
植
田
七
十
一
番
地
二
　
　
　
　
伊
藤
　
房
夫

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
下
二
ツ
橋
百
四
十
三
番
地
一
　
鷹
田
　
　
直

〃
　
　
〃
　
　
　
谷
地
新
田
字
中
村
百
七
十
三
　
　
　
　
鈴
木
　
清
司

〃
　
　
雄
物
川
町
谷
地
新
田
字
大
元
八
十
六
　
　
　
　
　
川
越
　
幹
雄

〃
　
　
十
文
字
町
睦
合
字
真
角
百
二
番
地
一
　
　
　
　
　
菅
原
久
四
郎

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
宿
百
三
十
番
地
一
　
　
　
　
　
土
谷
　
一
義

二
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

横
手
市
十
文
字
町
睦
合
字
宿
百
三
十
番
地
一
　
　
　
　
　
土
谷
　
一
義

〃
　
　
〃
　
　
　
佐
賀
会
字
新
山
前
六
　
　
　
　
　
　
　
守
屋
　
敬
一

〃
　
　
〃
　
　
　
木
下
字
木
下
百
十
七
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
哲
雄

〃
　
　
〃
　
　
　
上
鍋
倉
字
上
掵
五
番
地
一
　
　
　
　
　
黒
沢
　
　
保

〃
　
　
〃
　
　
　
谷
地
新
田
字
中
村
百
七
十
三
　
　
　
　
鈴
木
　
清
司

〃
　
　
平
鹿
町
浅
舞
字
十
五
野
北
百
八
番
地
一
　
　
　
　
柿
崎
　
新
一

〃
　
　
雄
物
川
町
谷
地
新
田
字
大
元
八
十
六
　
　
　
　
　
川
越
　
幹
雄

〃
　
　
平
鹿
町
下
鍋
倉
字
甚
平
百
二
十
九
　
　
　
　
　
　
渡
邉
　
長
助

〃
　
　
十
文
字
町
植
田
字
下
二
ツ
橋
百
四
十
三
番
地
一
　
鷹
田
　
　
直

〃
　
　
〃
　
　
　
鼎
字
上
野
村
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
国
　
昌
康

〃
　
　
〃
　
　
　
睦
合
字
真
角
百
二
番
地
一
　
　
　
　
　
菅
原
久
四
郎

〃
　
　
〃
　
　
　
植
田
字
下
羽
場
三
十
五
番
地
三
　
　
　
柴
田
　
良
博

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
植
田
三
十
四
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
良
一

三
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

横
手
市
十
文
字
町
佐
賀
会
字
伊
賀
利
百
五
十
九
　
　
　
　
樋
渡
　
清
一

〃
　
　
〃
　
　
　
越
前
字
二
ツ
橋
八
十
七
番
地
一
　
　
　
大
沼
　
祐
一

〃
　
　
〃
　
　
　
谷
地
新
田
字
根
木
場
三
十
四
　
　
　
　
加
藤
　
重
一

四
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

横
手
市
十
文
字
町
佐
賀
会
字
伊
賀
利
百
五
十
九
　
　
　
　
樋
渡
　
清
一

〃
　
　
〃
　
　
　
谷
地
新
田
字
根
木
場
三
十
四
　
　
　
　
加
藤
　
重
一

〃
　
　
〃
　
　
　
植
田
字
植
田
三
十
九
　
　
　
　
　
　
　
近
　
　
勝
彦

人
事
委
員
会
規
則
一
一
―
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
及
び
一

部
事
務
組
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
一
一
―
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
及

び
一
部
事
務
組
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

規
則
一
一
―
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合

の
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
小
坂
町
本
庁
の
項
中
「
課
長
」
の
下
に
「
、
参
事
」
を
加
え

る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

人

事

委

員

会

規

則

公

安

委

員

会

告

示

秋
田
県
公
安
委
員
会
告
示
第
1
0
4
号

警
備
業
法
（
昭
和
4
7
年
法
律
第
1
1
7
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

2
2
条
第
２
項
第
１
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
（
以
下

「
講
習
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備

業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平

成
1
7
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
1
8
号
）
附
則
第
２
条
に
規
定
す
る
講
習

を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者

に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
5
8
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２

号
）
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
1
8年
７
月
2
1日秋田

県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
伊
　
藤
　
辰
　
郎
　

１
　
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分

法
第
２
条
第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務

２
　
実
施
期
間

平
成
1
8年
８
月
2
2日
（
火
）
か
ら
同
月
2
4日
（
木
）
ま
で
の
３
日
間

３
　
実
施
場
所

秋
田
市
御
所
野
下
堤
五
丁
目
１
番
１
号

秋
田
県
中
央
地
区
老
人
福
祉
総
合
エ
リ
ア

４
　
受
講
定
員

3
0人
（
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
申
込
み
を
打
ち
切
る
。
）

５
　
受
講
資
格
者

警
備
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
警
備
業
法
第
1
1

条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資

格
者
証
（
以
下
「
旧
資
格
者
証
」
と
い
う
。
）
を
保
有
す
る
者
で
、
本
講

習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分
の
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
と
し
て
選
任
さ

れ
て
い
る
者
又
は
選
任
さ
れ
る
予
定
の
者

６
　
受
講
申
込
手
続

（
１
）
受
付
期
間

平
成
1
8
年
８
月
１
日
（
火
）
か
ら
同
月
４
日
（
金
）
ま
で
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間

（
２
）
受
付
場
所

県
内
の
各
警
察
署

（
３
）
提
出
書
類

ア
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書

イ
　
旧
資
格
者
証
の
写
し

ウ
　
代
理
人
が
提
出
す
る
場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状

７
　
講
習
手
数
料

1
4,0
0
0円

受
講
申
込
書
を
提
出
す
る
際
、
秋
田
県
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

８
　
そ
の
他

（
１
）
講
習
初
日
の
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
午
前
８
時
5
0
分

ま
で
と
す
る
。

（
２
）
講
習
に
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

（
３
）
講
習
終
了
後
、
筆
記
方
式
の
修
了
考
査
を
行
い
、
講
習
に
係
る
事
項

を
修
得
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
す

る
。

（
４
）
講
習
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

（
電
話
0
1
8
-8
6
3
-1
1
1
1
内
線
3
0
4
3
、
3
0
4
4
）
又
は
最
寄
り
の
警
察

署
生
活
安
全
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

監
査
委
員
告
示
第
４
号

平
成
1
8年
秋
田
県
告
示
第
3
9
4号
で
告
示
さ
れ
た
包
括
外
部
監
査
契
約
に

関
し
、
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
に
つ
い
て
の
協
議
が
整

っ
た
の
で
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
2
2
年
法
律
第
6
7
号
）
第
2
5
2
条
の
3
2
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
1
8年
７
月
2
1日

秋
田
県
監
査
委
員
　
冨
　
樫
　
博
　
之
　

秋
田
県
監
査
委
員
　
杉
　
江
　
宗
　
　
　

秋
田
県
監
査
委
員
　
大
　
和
　
顯
　
治
　

秋
田
県
監
査
委
員
　
菊
　
地
　
康
　
男
　

１
　
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

萩
野
　
眞
司
　
　
東
京
都
新
宿
区
住
吉
町
２
番
1
5号

武
村
　
展
英
　
　
東
京
都
文
京
区
春
日
一
丁
目
1
7番
１
号
Ｂ
棟
1
7
0
7

２
　
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
で
き
る
期
間

平
成
1
8年
７
月
2
2日
～
平
成
1
9年
３
月
3
1日

監

査

委

員

告

示
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者
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県
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王
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目
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番
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一
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千
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目
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番
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十
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号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
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社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
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九
号

印
　
刷
　
者
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雄
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